
第
３
回
明
番
集
会

２
０
１
４
年
９
月
５
日(

金)

、
６
日(

土)

７
時
～

(

Ｇ
勤
１
１
時
～)

２
０
１
号
室
に
て
第
３
回
明
番
集

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【今
回
の
議
題
】

『第
４
１
回
定
期
大
会
と

２
０
１
５
年
度
活
動
方
針(

案)

』

『秋
の
労
使
協
議
会
の
要
求
項
目
に
つ
い
て
』

『旅
行
積
立
の
返
還
と
新
規
申
込
み
』

【菊
池
執
行
委
員
長
の
挨
拶
】

「皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
す
。
ま
ず
、
皆
さ
ん
に
報

告
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
東
ハ
イ
と
の
対
立
に

終
止
符
を
打
ち
ま
し
た
。
東
洋
交
通
労
組
は
未
納

分
の
１
２
月
か
ら
２
月
ま
で
の
加
盟
費
の
う
ち
、
１

２
月
分
の
み
を
支
払
い
、
東
ハ
イ
は
未
納
分
の
事
務

所
経
費
を
東
洋
交
通
労
組
に
支
払
う
と
い
う
こ
と

と
、
今
後
は
、
労
働
者
の
為
に
運
動
を
進
め
、
お
互

い
に
誹
謗
中
傷
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
確
認
を

し
ま
し
た
。

次
に
、
７
月
１
５
日
、
１
６
日
に
伊
東
で
行
わ
れ
た

全
自
交
の
中
央
委
員
会
で
東
洋
交
通
労
組
、
ラ
イ

オ
ン
労
組
、
三
和
労
組
の
３
単
組
が
正
式
に
加
盟

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
政
治
の
中
心
で
あ
る

東
京
で
、
東
京
地
連
が
全
国
組
織
の
先
頭
に
立
ち

運
動
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
努
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

最
後
に
、
皆
さ
ん
か
ら
新
年
会
や
家
族
慰
安
会

で
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
義
援
金
２
２
万
５
０
９
円

を
、
今
ま
で
は
日
本
赤
十
字
を
通
じ
て
被
災
地
に

渡
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
全
自
交
の
中
央
委
員

会
で
岩
手
地
本
に
直
接
手
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
岩
手
で
は
、
震
災
後
、
安
全
な
土
地
を
確
保
す

る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、
家
を
建
て
る
資
材
や
人

材
不
足
の
為
、
ま
だ
仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
る
人
が

多
い
中
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
と
感
謝
の
言
葉
も
頂

き
ま
し
た
。
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

情
勢
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
達
が
運
動
を
進
め
て

い
る
特
定
地
域
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
が
絶
対
に
必

要
で
す
。
特
定
地
域
に
指
定
さ
れ
ず
、
準
特
定
地

域
に
指
定
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
増
車
、
新
規
参
入
が

で
き
て
し
ま
い
ま
す
。

先
月
の
発
表
で
、
４
月
の
増
税
に
合
わ
せ
て
３
％

分
が
増
収
に
な
る
は
ず
が
、
実
際
に
は
２
．
６
％
し

か
増
収
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
状
、
０
．

４
％
の
減
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
の
台
数
で
減
収

と
い
う
こ
と
は
、
賃
金
労
働
条
件
の
改
善
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
、
東
京
の
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
を

世
界
基
準
に
合
わ
せ
て
、
運
賃
、
距
離
の
軽
減
を
す

る
と
い
う
話
が
出
て
い
ま
す
。
過
去
に
も
同
じ
こ
と

を
行
い
、
失
敗
し
た
時
と
同
様
、
今
の
ま
ま
で
は
、

た
だ
の
減
収
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

労
働
組
合
と
し
て
は
、
反
対
を
し
ま
す
。
全
自
交

も
反
対
の
姿
勢
を
見
せ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
時

に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
」

組合員から真剣な質問が飛び交う

挨拶する、菊池執行委員長

【今後の日程】

●１０月１２日(日) 第３回中央委員

会

時間 ９時～

場所 東洋交通２０１号室

●１０月１９日(日) 第４１回定期大会

時間 ９時半～ 受付開始

１０時～ 開始

場所 北赤羽区民センター２Ｆ

労働条件を良くするために！「２０１５年度活動方針（案）」と秋の労使協議会への要求項目」を明番集会で報告。

【２
０
１
５
年
度
活
動
方
針
（案
）】

１
、
「タ
ク
シ
ー
の
新
た
な
規
制
」
を
始
め
と

す
る
政
策
要
求
実
現
の
闘
い

東
洋
交
通
労
働
組
合
は
、
「
タ
ク
シ
ー
の
新
た
な

規
制
」
を
始
め
と
す
る
政
策
要
求
実
現
の
為
に
全

自
交
労
連
の
一
員
と
し
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

東
洋
交
通
労
働
組
合
は
、
「
規
制
緩
和
に
反
対

し
、
新
し
い
規
制
に
向
け
た
」７
年
間
の
運
動
で
組

織
化
し
て
き
た
教
訓
と
成
果
を
、
全
国
産
別
で
あ

る
全
自
交
労
連
を
通
じ
て
全
国
化
し
、
「
需
給
調
整

規
制
」
と
「同
一
地
域
・同
一
運
賃
」の
実
現
を
目
指

し
、
「新
し
い
規
制
」を
実
現
す
る
為
の
世
論
作
り

の
運
動
に
全
力
を
尽
く
し
、
タ
ク
シ
ー
労
働
者
の

賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
と
社
会
的
地
位
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

２
、
東
洋
交
通
に
お
け
る
賃
金
・
労
働
条
件

の
改
善
の
要
求
と
闘
い

２
０
１
５
春
闘
で
の
賃
金
要
求
に
つ
い
て
は
、
賃
金

が
３
０
年
前
の
水
準
に
落
ち
込
ん
で
い
る
現
状
を
見

据
え
て
、
現
行
賃
金
の
改
善
を
要
求
し
ま
す
。

（１
）２
０
１
５
年
賃
金
要
求

①
月
例
賃
金

ⅰ
）能
率
給
の
「足
切
り
」
を
、
現
行
４
５
，
０
０

０
円
か
ら
４
２
，
０
０
０
円
に
減
額
す
る
事
。

ⅱ
）残
業
時
に
能
率
給
の
腰
高
が
、
残
業
１
時

間
当
た
り
に
加
算
さ
れ
る
金
額
を
、
４
，
０
０

０
円
か
ら
減
額
変
更
す
る
事
。

②
賞
与
部
門

賞
与
の
「特
別
配
分
」に
「７
，
５
０
０
キ
ロ
で

３
５
，
０
０
０
円
を
支
給
す
る
」ラ
ン
ク
を
設
け

る
事
。

（２
）労
働
補
償
の
要
求

①
「羽
田
定
額
」「
成
田
定
額
」「Ｔ
Ｄ
Ｒ
定
額
」

は
、
メ
ー
タ
ー
料
金
で
賃
金
計
算
を
行
う
事
。

②
「Ａ
空
転
」の
補
償
は
、
迎
車
料
金
も
含
め
営

収
に
入
れ
る
方
式
に
変
更
す
る
事
。

（３
）高
速
道
路
帰
路
料
金
の
会
社
負
担
の
要
求

①
首
都
高
速
の
帰
路
料
金
は
全
額
会
社

負
担
と
す
る
事
。

②
外
郭
環
状
線
の
帰
路
料
金
は
全
額
会
社

負
担
と
す
る
事
。

③
圏
央
道
の
帰
路
料
金
は
全
額
会
社
負
担
と

す
る
事
。

（４
）「
一
律
３
割
の
減
車
」要
求

都
内
全
社
「一
律
３
割
の
減
車
」を
行
う
、

そ
の
先
陣
を
切
る
と
共
に

「３
割
の
減

車
」を
他
社
に
も
働
き
か
け
る
事
。

（５
）ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
４
輪
装
着

の
要
求
（１
２
月
～
３
月
）

公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
義
務
と
責
任
を
果

た
す
た
め
、
１
２
月
か
ら
３
月
の
期
間
は
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
常
時
４
輪
装
着
す
る
事
。

（６
）団
体
交
渉
を
基
本
に
、
「
組
織
的
圧
力
」
を

準
備
し
、
要
求
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

（７
）職
場
環
境
の
改
善
要
求
等
に
つ
い
て
は
、

労
使
協
議
会
や
安
全
衛
生
委
員
会
を
通

じ
て
解
決
を
図
り
ま
す
。

３
、
組
織
の
強
化
・拡
大
の
闘
い

①
２
０
１
３
年
９
月
１
５
日
の
組
合
数
は
４
５

２
名
で
あ
り
、
２
０
１
４
年
９
月
１
５
日
の
組

合
員
数
は
４
７
７
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
乗

務
員
総
数
が
５
０
０
名
で
あ
り
、
新
入
乗
務

員
が
入
っ
て
も
退
職
者
も
多
く
、
定
着
・
安

定
し
な
い
事
が
大
き
な
問
題
で
す
。
厳
し
い

長
時
間
・深
夜
労
働
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
低

賃
金
と
労
働
条
件
の
悪
化
が
続
い
て
い
る

事
が
、
新
し
い
乗
務
員
が
定
着
せ
ず
、
退
職

者
が
増
加
し
て
い
る
原
因
で
す
。
労
使
が
協

力
し
て
、
労
働
に
み
あ
っ
た
環
境
に
変
え
る

事
が
是

非
と
も
必
要
で
す
。
「
新
た
な
規

制
」を
強
化
す
る
政
策
闘
争
の
強
化
と
、
賃

金
・労
働
条
件
を
改
善
す
る
力
量
を
作
る

た
め
に
も
、
当
面
４
９
０
名
の
組
合
員
組
織

化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
東
洋
交
通
に
働
く

全
て
の
乗
務
員
・
職
員
・整
備
職
員
を
組
織

化
の
対
象
と
し
ま
す
。

②
東
洋
交
通
労
働
組
合
は
、
「法
令
遵
守
と

労
働
モ
ラ
ル
」
に
つ
い
て
は
、
厳
し
く
指
導
・

教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
法
令
遵
守
と
労

働
モ
ラ
ル
」を
厳
守
す
る
こ
と
は
、
公
共

交
通
機
関
と
し
て
の
責
任
と
、
職
場
と
労

働
条
件
を
守
る
重
要
課
題
で
す
。
「悪
質

事
業
者
の
退
出
」を
要
求
し
、
「悪
質
乗
務

員
の
登
録
抹
消
」を
要
求
し
、
「公
共
交
通

機
関
」
と
し
て
「安
全
・
安
心
」を
実
現
す

る
立
場
か
ら
、
こ
の
問
題
は
曖
昧
に
せ
ず

取
り
組
み
、
組
織
強
化
を
実
現
し
ま
す
。

③
新
入
社
員
の
大
部
分
が
「
一
種
養
成
乗
務

員
」で
す
。
タ
ク
シ
ー
の
業
務
と
労
働
組
合

の
役
割
を
理
解
し
、
東
洋
交
通
に
定
着
し
て

も
ら
い
、
組
織
を
強
化
す
る
た
め
に
も
、

「新
人
研
修
会
」を
行
い
ま
す
。


